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　゜°S㎞ce　the　profit　ascertained五n　this　way　is　cqual　to　that　found　by
means　of　the　prev三〇us　es，tate　vix・，（987555d，　this　may　be　taken　as　the
ProoE　of　the　work．，，
補助簿の位置にとどめている。この間の事情
について，次のようにいう（同書の‘Observa・
tionS’の冒頭より引用）。
　　The　Boole　o　f　Trade－ChargeS，　InVoiCe一
βoo彦and　Factoγv－・Book，　are　purely　Copy一
呈11g；and　the　Ledger　is　form’d　from　the
／ournal　and　Cash－B・ok．
　　また，Bo罐of　TradE－ChargeS「商費明細
帳」の合計額は，現金出納帳へおくる。
　　　〔ディルワース型〕
　　前出のディルワース（Thomas　Dilworth）
が，1777年にロンドンで刊行し，1803年に
米国版（ニューヨーク）が刊行された簿記書
（The　young　book－keeper’s　assistant：etc．）
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にみられる。
　彼の場合は，主として初心者の理解に役立
てるため（後出の引用文），単一仕訳帳制（イ
タリァ式）に大幅に歩みよったところがある。
すなわち，現金取引を現金出納帳に記帳する
のであるが，元帳への転記は，専ら現金勘定
だけに限定して，その月次の合計額を一括し
て行なう。現金取引と非現金取引とのすべて
につき仕訳帳を経由して元帳に転記する。
Preface（p，3）で，次のようにいう。
　The　several　Journal　entries　relating　to
the　receiving　and　paying　of　money，　though
omitted　by　some　book－keepers，　are　yet　used
by　others，　and　therefore　I　have　placed　them
in　the　Joumal　as　well　as　inthe　Cash－
Book，　judging　it　most　convenient　so　to　do
for　the　learner’s　sake，　that　he　may　under．
stand　them　the　better．
　スネル型のいわゆる改良イタリア式（Die
erweiterte　italienische　Buchha〃ung）は，案
外長く実務界を支配したようである。われわ
れに身近な実例としては，明らかに英国簿記
実務の影響とみられる明治期の日本郵船株式
会社の帳制（但し，現金出納仕訳帳は多桁式で
「金銀出納帳」という。仕訳帳を「日記帳」とい
う）がある。一一ke大学図書館に原帳簿が所蔵
されており，詳細な紹介論文として，西川義
朗教授《日本郵船株式会社旧帳簿資料覚え書》
（一橋大学研究年報，商学研究21，昭和54年3月
刊）がある。
X皿スネルの簿記書：付，South－Sea
　　　　　　　　　　　　　Bubble
　エルドリッジの『書目』およびブラウン編
『会計史』の『書目』によると，スネル（Cha・
rles　Snell，1670－1733）の最初の簿記書は，
1709年刊のAguide　to　Book－keeping　aoco・
64
rding　to　the　Italian　Methodだという（P．
45，P．352）。ところが，　Historical　Account・
ing　Literatureの『書目』には，この簿記
書は掲示されておらず，次のものがのってい
る。
（1701）MerChant　a㏄ompt，　in　the　true　lta－
　　　　　lian　method，　etc．　London
（1701）　Rules　for　book－keeping，　according
　　　　　to　the　ltalian　manner：etc．，　London
（1711）　Accompts　for　landed－men；etc．，
　　　　　London
（1718）　The　merChants　counting－house：
　　　　　etc．，］しondon
（1719）　Book－keepiロg　in　a　method　proper
　　　　　to　be　observ’d　by　super－cargo’s
　　　　　and　factors．　etc．，　London
（1720）　Observations　made　upon　examin．
　　　　　ing　the　books　of　Sawbridge　and
　　　　　Company．　No　title　page．
（1714）　Ayres，　John
　　　　Arithmit（潅made　easie　for　the　use
　　　　and　benefit　of　trade－men　etc．　To
　　　　whidh　is　added，　a　short　alld　easy
　　　　method；after．hiCh　shop－keeper
　　　　may　state，　post　and　balance　their
　　　　books　of　accompts．　By　Charles　Snell
（？）　The　element　of　Italian　book－keep．
　　　　ing　Or　merchants　a㏄ompt．
　エルドリッジの『書目』では，前掲の簿記
書のほかに，A㏄ompts　for】anded・men（1710），
The　Merchants　counting・house（1720）および
A　short　and　concise　method（1723）が掲示し
てある。Historical　Accounting　Literature
とは刊行年次に相違があり，また，easyと
conciseの喰い違いもみられる。
　スネルは，1701年（邦暦で元禄14年，浅野長
矩の刃傷）にロンドンで，次掲の簿記書を刊
行した。
英米古典簿記書研究拾遺（承前）（久野）
　Rules　for　Book－Keeping，　A㏄ording　to
the　Italian　Manner：Now　in　general　use．
Directing　young　a㏄omptants　to　the　Books
and　Accompts，　where　the　Usual　O㏄urren・
ces　in　Trade　Are　to　be　Enter’d；And　ill
the　STILE　proper　for　such　Entrances．　By
Charles　Snell，　Master　of　the　Free－Writing．
SChool，　in　Foster－Lane．　London　MDCCI．
　いわゆる「教則」ともいうべき論述が主体
の小冊子で，記帳雛形は，いっさい用いてい
ないが，テキスト臭のない，イタリア式の定
型にとらわれていない実践向の簿記書である。
　帳簿として，仕訳帳（Journal），現金出納
帳（Cash－Book），商費明細帳（Book　of　Trde・
Charges），仕入帳（Invoice　Book），　Factory
Book（注，売上帳のこと），元帳（Ledger）を
用いるのであるが，最も注目すぺきは，仕訳
帳と現金出納帳（正確にいうと現金出納仕訳帳）
とからなる原初的な複合（分割）仕訳帳制を
採用している点である。かかる帳制への第一
歩とみてよい。
取引く親謂：融糠：園
　（但し，現金勘定口座へは，月次に一括して合
　計額を現金出納帳より元帳へ転記。商費明細帳
　の月末の合計額も現金出納帳へおくる。）
　この帳制は，後に実務上でごく一般化した
もので，前述のように，明治期の日本郵船株
式会社の場合（一一Hi橋大学図書館に原帳簿所蔵）
も，この方式である。
　現金出納帳以外の補助簿は，そのまま補助
簿としての地位にとどめてある。この間の事
情を，‘Observations’の冒頭で，次のように
いう。
　　The　Book　of　Trade－・ChargeS，　InVoiCe一
　βooん，　and　FactoryrBook，　are　purely　Copy・
　ing；and　the　Ledger　is　form’d　from　the
　／ournalt，　and　Cash－Book．
　ハミルトン（Robert　Hamilton，1788）や
ディルワース（T．Dilworth，1777）も，こ
のような仕訳帳の2分割法を採用しており，
単一仕訳帳制から複合仕訳帳制への第一歩が
ふみ出された。
　元帳の締切（Close），総括（Ballance），繰
越の手続に関して，簡明に，次のようにいう
（P．11）。但し，記帳の具体例は示していない
し，また，雛形も用いてはいない。
　LXIX　利益（Gains）の諸勘定，損失（Loss）
　の諸勘定を，それぞれ，損益勘定の借方・
　貸方に振替える（注，仕訳帳を経由するかど
　うか不明）。損益勘定の差額（the　Foot）す
　なわち純損益を資本（注）勘定に振替える。
　その他の諸勘定については，貸借の差額
　（the　Foot）を残高勘定（Ballance）に振替
　える（注，仕訳帳を経由するかどうか不明）。
　以上の記帳が正確ならば，残高勘定の貸借
　は必ず一致する。
　LXX　旧元帳の残高を貸借反対に新元帳に
　繰越す。
　1711年（邦暦で正徳元年，将軍家宣の治世）
に，スネルは次の小冊子を刊行した。29頁の
小冊子で全文が記帳事例である。タイトル・
ページに刊行年次の記載がない。1711年とい
う年次は，Historical・Accounting　Lite「atu「e
の『書目』に従った。
　Accompts　for　Landed－Men：Or；APlain
and　Easie　Form　Whi（ih　they　may　observe，
in　Keeping　Accomψts　of　their　Estates．　By．
CHARLES　SNELL，　Teacher　of　Writing
and　A㏄ompts，　at　the　Free　Wr至ting－School
in　Poster－Lane　；　With　whom　YOUNG　GE－
NTLE　MEN　may　Board．　London，　Printed
for　Thomas」Baker，　at　the　Bible　and　Rose
in加48・at　Street．
　財産目録および月別の収支計算を示しただ
けのもので，内容的には殆ど問題にならない。
1718年（邦暦で享保3年，この前年に大岡忠
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相江戸南町奉行となる）に，スネルは，次の簿
記書を刊行した。
　The　Merchants　Counting・－H薇sθ　：Or．
Waste－Book　lnstances，　With　Directions　for
their　Stating　and　Entrances　；By　Charles
Snell，　Accomptant．　Printed　for　the　USe
のhis　scholars，　At　the　F了ee　Writing－
S（血ool　in　Foster－Lane，　London　：　Where
he　Tea（血es　WRITING，　Inall　the　Hands
used　in　Creat－Britain；ARITHMETICK，
In　Whole　Numbers　and　Fractions，　Vulgar
and　Decimal；MERCHANTS　ACCOMP．
TS，　By　a　Complete，　Practical，　and　Appro．
v’рrchelne：alld　FOREIGN　EXCHANGES；
Who　also　Teaches　the　same　in　French：
And　Boards　Young　Gentlemen．　London：
MDCCXVIII．
　冒頭から20頁までに，
　Rules　for　Keeping　Merchants　Accompts
in　the　True　Italian　Method．として，　Rule　I
～Rule　69を示し，ついで2頁におたりrVa・
ste－Boole　lnstances，　which　1～ules　for　their
stating　and　Entrance．を示している。全巻
以上の22頁という小冊子である。
　Rule　lと2は，開始記帳を具体的に説明し
ている。勘定科目や数字（金額）もすぺて具
体的に示してある。この場合，Stock　on　the
Capital　Accomptを相手科目として資産を
借方に，負債を貸方に仕訳するとのべるとと
もに，別法として，資本（主）勘定でなく，
Entrance（開始），あるいはEntring　Ba11ance
（開始残高）という勘定を用うる方法をのべて
いる。開始残高勘定（この名称）を用いた例
として，英書としてはめずらしい。なお，仕
訳帳や元帳等の帳簿雛形はいっさい用いてい
ない。彼の前著書もそうであるが，このよう
に，帳簿雛形を意識的に（？）使わないとい
う点は，類例がない（すくない）のではある
まいか。以下，同形式で，開始記帳につづく
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日常の取引と記帳の説明となっている。大型
本のしかも極端に小さい活字組で，具体例は
詳細を極めている。
　Rule　69までで，日常の取引を解説し，つ
いで2頁にわたる前掲のVVaste－Beole　In－
stances，　etc．では，諸帳簿（／ournat，　Cash－
Book，　Charg・es　of　Merchandise　Book，　InVoi－
ce　Boole，　Book　of　AeCompts　of　sales，　or
jFactor．V－Boole，　Ledger）の締切・総括の手続
を解説している。
　この項では，第1から第9まで個条書きで，
現金出納（仕訳）帳から，元帳の現金勘定口
座借方に月次差額を一括転記する手続，現金
出納（仕訳）帳から，現金以外の各勘定を元
帳の当該勘定口座に個別に転記する手続を詳
細にのぺている。仕訳帳の解説および同帳か
ら元帳への転記手続については全然のぺてい
ない。
　この項（p．21）の後半は，旧元帳の締切手
続と新元帳の開始（への繰越）手続をのぺて
いる。
　この説明で，最も注目されるのは，
　‘prepare　a　sheet　oアpaper　Ruled　on　l）θ一
btoγand　Cγθditoγ一sides，　with　Lines　for　l．
s．d．……Then　make　a　Title　of　Profit
and　Loss，　Debtor　and　Creditor，　And　a
Title　of　Batance　Going　out，1）ebtor　and
Creditor，　upon　the　said　sheet　of　PaPer．
とのぺている点である。問題はここに，Bala・
nce　sheetとProfit　and　Loss　sheetとの両
シートが提示されていることと，この両シー
トの機能である。
　スネルのこの簿記書に関する限り，仕訳帳
・元帳に関する具体的な解説，雛形はまった
くない。また，個別の勘定（ロ座）の解説も
まったくない。いうまでもなく，この両シー
トの事例も掲げてはいない。勘定の貸借差額
（the　Foot）を両シートに移すとだけのべて
いるにすぎない。そこで，この両シートで検
証した上で損益勘定と残高勘定の両集合勘定
英米古典簿記書研究拾遺（承前）（久野）
を元帳に開説するのか（この場合では，両勘定
口座への振替記帳は，多くの例では仕訳帳を経由
しない），それとも，この両シートが，両集合
勘定それ自体なのか，必ずしもはっきりしな
い。この両シートが，会計報告書として認識
されていることは，まずありえない。
　スネルは英国で最初の（すくなくとも初期の）
Public　Accountantとしての仕事をした入物
である。彼のSouth－Sea（Bubble）Company
の会計監査の一端は，Observations　made
uPon　EXamining　the　Boo海30f　SAWBRI－
DGE　and　ComPany，　By　CHARLES　SNELL，
1720，CHARLES　SNELL　in　his　Examina－
tion　of　the　Bookes　of　Turner　and　Com・
pany　etc．〔anon．〕，1721（？），　A　Short
ANSWER　to　a　PaPer　bigining　with（CAR・
LES　SNELL，　etc．1721（？）で明らかであ
る。尚，SAWBRIDGEとあるのは，　South・
Sea　Companyの役員であったJacob　Saw・
bridgeであり，1719年3月21日，　Sawbridge
and　CompanyがSouth－Sea　Companyの株
式を125，　OOOポンド（時価）で購入すること
とし，出納役Knight　and　Surmanに醜o々θs
and　Companyを仲立ちとして172，770ポン
ド（超過47，770ポンド）渡している事情が調
査されている。その他，種々な不正経理の実
態が明らかにされている。
67
